
平成１４年度試験研究成果書

平成 14 年における水稲生育の特徴と作柄・品質に影響した要因の解析区 分 指 導 題 名

〔要約〕 活着時は低温でやや劣ったが、分げつ期初期の好天で初期生育は旺盛で、穂数は例年よ
り多めに確保した。6 月中～下旬の低温で幼穂形成期はやや遅れたが､ 7 月の高温で出穂期は平年

並みであった。登熟期前半の天候が不順で初期登熟は緩慢であったが、登熟後半の好天により登熟
は平年並みまで回復し、登熟歩合はやや劣ったが、収量は平年並みを確保した （作況指数 100）。

一等米比率は、90.6 ％( 14.11 月末現在)で昨年と同様に高品質を確保した。H

農産部 水田作研究室
ｷｰﾜｰﾄﾞ 水稲 作柄 品質 生産環境部 土壌作物栄養研究室

病害虫部 病理昆虫研究室
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１．背景とねらい
水稲の生育経過と作柄・品質の成立要因を明らかにするとともに、今後の本県の技術対応に資する

ことをねらいに、県下の水稲生育に関する関係機関の調査結果を取りまとめ指導の参考とする。

２．成果の内容

（１）生育経過の特徴と作柄成立要因
ア．５月下旬～６月上旬の高温・多照で経過し、水温・地温が高く、初期分げつの発生は旺盛で、全

般に茎数は多め、草丈はやや低めに推移した。また、土壌中のアンモニア態窒素は６月上旬から高
めに経過し､稲体窒素濃度が高く、葉色は濃く推移した｡

イ．７月は梅雨前線や台風の影響で降水量が多く、中干しが不十分であり、幼穂形成期の稲体窒素濃
度は平年並～やや高く、葉色の低下も緩慢であったことから、倒伏回避のため追肥は、減数分裂期

を基本とし１～ 1.5 ㎏ 10 の控えめの指導とした。/ a
ウ．７月 10 ～ 11 日の台風６号の影響による大雨・冠水被害、８月の大雨による冠水被害など、各地
で降雨による冠水被害が発生した。

エ．６月中～下旬の低温の影響で生育は一時停滞し、穂首分化期及び幼穂形成期は例年より遅くなっ
たが、７月上～８月上旬は気温が高めに経過したため、生育は回復し、減数分裂期・出穂期は平年

並みであった。
オ．初期分げつの発生が旺盛であったため穂数はやや多く、一穂籾数は平年並～やや少なめで、㎡当

籾数はやや多くなった。出穂直後の低温･日照不足により初期登熟は緩慢で例年より劣ったが、８
月下旬～９月上旬が高温・多照で経過したため登熟中～後半に粒の肥大が急激に進み、成熟期頃に

は平年並み程度まで回復した。しかし、初期登熟が緩慢であったことから、登熟歩合はやや低く、

玄米の充実が劣った。このことから、作柄は県全体で作況指数 100 の「平年並」であった。
カ．穂いもちは、８月中旬の降雨により発病が増加し、全体では平年並みの発生であったが、過去５

年間では多めの発生であり、県北部と沿岸部、県南部での発生が多く、多発圃場も散見された。

（２）玄米品質の成立要因
ア．本年のうるち米の一等米比率は、90.6 ％( 14.11 月末現在)と長野県に次ぎ全国第 2 位である。H
農産物検査による落等理由は 「ｶﾒﾑｼ等による部分着色」が 32.0 ％、次いで｢青未熟｣が 19.1 ％、、
「青未熟を除いた整粒不足」が 14.6 ％となっている。

イ．一等米比率が 90 ％以上を確保した要因としては、７月の追肥を控えたことにより、倒伏による
大きな被害を軽減し品質低下の影響が比較的少なく、発芽や着色等の被害粒の発生が少なかったこ

と、また、登熟のバラツキにより発生が懸念された胴割れが適正な収穫・乾燥・調製により発生が

少なかったこと、及び初期登熟の不良により青未熟や充実の劣るその他未熟粒等の発生は多かった
ものの、適正な玄米調整（1.9 ㎜篩）により除去されたこと等が考えられる。

ウ．カメムシ等による部分着色で落等した数量は全検査数量の 3.0 ％で、昨年度よりは多くなってい
るが、多発年の平成 12 年度(3.6 ％)よりは少ない。これは、８月の天候不順及び適切な耕種的防

除と薬剤防除の実施により８月下旬の発生圃場率が低かったためと考えられる。また、斑点米の発
生は、地域的な偏りは見られないが、局部的に被害が発生する傾向が見られた。

３．成果活用上の留意事項

全県対象の解析であり、各地域の実態とは多少異なる場合があるので注意願いたい。

４．成果の活用方法等

(1)適応地帯又は対象者等 県下全域
(2)期待する活用効果 水稲の生育と作柄･品質の成立要因を明らかにし、今後の技術対策に資する。

(805)「水稲作況調査と作柄成立要因の解析 （H14 ～ H18、県単）５．当該事項に係る試験研究課題 」

(3000)「水稲作柄成立要因の解析 （H14 ～ H18、県単）」
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７．試験成績の概要

平成１４年 水稲作柄要因解析概略図

４ 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

育苗期 移植期 分げつ期 幼形期 減分期 出穂期 登熟期 成熟期

4/25(低温) 5/13､20(低温 ) 6/13,17,23,25,28(低温 ) 7/5(日照不足) 8/14,19(低温・日照不足)気象情報
4/2～断続的～5/9､5/15,16,26,27,28 6/2 9/18､23､30 10/1～ 15霜注意報

5/17～ 21 6/13～17､21～ 28低温注意報：
6/1,8,9,16,21,22(大雨･雷 ) 7/3､14,15(大雨) 7/9,10,11,15,16(台風 ) 8/2～断続的～29(大雨) 9/17(大雨･雷 )大雨・台風関連の情報

高温・少雨 低温 高温 低温傾向 高温傾向 低温傾向 高温傾向 高温 気温並 低温傾向 高温傾向 低温 高温傾向
日照不足 多照 日照不足 日照不足・降水量多 晴れ 大雨･雷 日照不足 多照

桜開花12日早(最早) 梅雨入6/11(-1) 7/10～11(台風6)大雨･洪水 梅雨明7/25(-2) 降水量多 小 雨 断続的降雨 10/1～ 2台風21(暴風)

育 苗 移植期 6/15生育 7/10生育 幼形 減分 出穂期 登熟期 成熟期·
県全体の 上流 5/16( 0) 草丈： 短 -0.4cm 草丈：短 上流 8/7 (-1) 初期登熟遅い 成熟期:例年並～やや遅いやや

播種盛期 下流 5/11(-1) 茎数：多 105% (-3.4㎝ ) やや 平年 下流 8/8 ( 0) 登熟のばらつき 登熟期間：長い· · · · · ·
4/14 東南部 5/14(-3) 葉齢：6.7 +0.1葉 茎数：多 遅い 並み 東南部 8/9 ( 0) ↓ 稈長：やや長い
(0) 下閉伊 5/14(-2) 葉色：濃い (111％) 下閉伊 8/9 ( 0) 登熟中･後半に 穂長：並

北 部 5/19(-3) 葉齢：9.8 北 部 8/7 (-1) 粒の肥大加速 穂数：やや多い
県平均 5/13(-1) ( 0葉) 県平均 8/8 ( 0) 一穂籾数：並～やや少ない

葉色：濃い ㎡ 籾 数：やや多
登熟歩合：やや低い

粒厚薄 千 粒 重 並：
苗質概ね 移植後低温 高温傾向 低温傾向 （屑米やや多）
良好 ↓ ↓ ↓ 高温傾向・ 出穂後の低温・ 粒形ばらつき大

作柄・品質やや徒長 活着やや劣る 初期分げつ 生育一時 日照不足 日照不足
気味 発根量少ない 旺盛 鈍化 ↓ ↓ ( )内平年単収作況指数

葉色の回復 生育回復 開花の停滞 1.9㎜篩調製 県平均:100 528kg(526)
遅い 葉色濃い 短稈･多げつ 稲体軟弱傾向 未熟粒の除去 上 流:100 553 (552)

下 流 :100 523 (524)
東南部:104 519 (499)
下閉伊:101 467 (461)

稈長 ・９月下旬の 北 部:101 491 (487)６月下旬栄養状態 幼形期栄養状態 出穂期
葉 色： やや濃い 葉色:濃い 断続的な雨栄養状態
乾物重： 並～やや小 乾物重:小 葉色：濃い 長め ・10/1～ 2台風21号 (H14.11.30現在)１等米比率

高温 稲体窒素濃度:やや高 Ｎ濃度:並～やや高 Ｎ濃度：並 (暴風) うるち：90.6％ (前年93.4%)
多照 窒素吸収量：並～やや小 Ｎ吸収:並～少 ～やや高 もち ：80.6％ ( 〃 88.9%)

土中窒素：多 <品種別１等米比率(%)>
ひ と め ぼ れ 95.0%

倒伏やや目立つ あきたこまち 90.6%
土壌中アンモニア態窒素発現 多 中干し不十分 圃場落水 か け は し 59.0%

(土壌固め) い わ て っ こ 86.7%
<主な落等理由>重点的回避事項（刈取り）

1.茶米等着色 「うるち」:ｶﾒﾑｼ被害 32.0%
2.倒伏（発芽粒） 青未熟 19.1%適品種配置指導計画 重点的回避事項（栄養） 重点的回避事項（病害虫）

1.倒伏（下位節間伸長） 1.カメムシ吸汁害 ●対策 14.6%の策定と推進 青除く整粒不足

・熟期別適地適品種 2.品質低下（倒伏影響、整粒歩合低下） 2.いもち病害 ･ﾒｯｼｭｼｽﾃﾑによる適期予測 「も ち」:ｶﾒﾑｼ被害 35.6%
作付け推進 ●対策 ･刈取適期判定ｸﾞｯｽﾞ活用 胴割れ 24.4%
・適正作期 ●追肥判断(施肥時期:10a当Ｎ施用量) ･ｶﾒﾑｼ多発地帯の一斉防除

各品種：減分期1.0～1.5kg基本控えめ (草刈り･薬剤防除)
･葉 ･穂いもち適期防除 8月中旬の低温・日照不足 8月下旬以降の小雨

↓ ↓
穂いもち増加 穂いもち蔓延抑制

育苗障害：苗立枯病：並 葉いもち感染 全般発生開始期 ＜カメムシ類＞ 稲こうじ:やや多 葉いもち発生面積 1,428ha(平年比:30%)
細 菌 病：並 好適条件発現 7/11 平年並 発生圃場率 8月上:やや高 (低温･多雨) 発生量 県全体:やや少ない

イネクビボソハムシ：少・並(時期) 7/2～ 4 （平年7/10） 8月下:かなり低 県中南部：多 穂いもち発生面積 3,820ha(平年比:66%)
イネミズゾウムシ ：少・並～やや遅 斑点米被害 平年並 発生量 並

（局部的な多発） (県北部､沿岸部､ 県南部で多発圃場あり)
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